
第 6章昭和56 年度京都大学構内の試掘・立合調査

浜l附一，cL~

本章では京都市左京区所在の京都大学吉田キャンパスにおいて，昭和56 年 1月から昭和

57 年 3 月までに実施した試掘.JI. 合調査について報告する。試掘調査は 6 件で総面積は，

158m2 ，諸配管埋設工事立合調査が 6 件，建物新営工事。：合調査が 6 件，道路造成工事立

合調貨が l件であった。以 I：の調査結果を，北部構内，本部構内，教養部・医学部・病院

構内の 3 地域にわけ一て説明する。

1 北部構内（京都市左京区北白川追分町・北白川西町，図29 ・30)

農学部熱帯農学科校舎新常予定地(103 ），農学部附属農薬研究施設増築予定地(104 ），北

部構内実験排水槽設置予定地(105 ）の試掘調査がおもなものである。このうち， 105 地点の

試掘調交については，この結果にもとづいて昭和56 年 7月より実施した発掘調査とともに

第4 章で報告したので，本章ではふれない。

103 地点の試掘調査 103 地点の地表は，ほぼ水平であったが，これは旧農学部本館撤去

後の造成によるものである。試掘蒋 4 および試掘坑 5 は！日本館基礎撤去工事により黄砂層

まで撹乱されていたが，他の試掘坑は，ほとんど撹乱を受けておらず，層｛立も互いによく

対応した。 ここでは試掘権 3 と試掘坑 6 の壁面層位図を用いて， 103 地点の層位について

説明する（図30 ）。第 l層は最近の盛土。第 2 牌は旧本館新営（大正12 年）の際の造成による

盛土である O 第3屑（長赤褐色土 I），第 5 ｝同（黄赤椀色土lI）は明治時代ごろの耕土居であ

り，第4 層（砂磯），第 6 層

（黄白色砂）は小川の氾撤回

である。この小川は下層の

SD lや S D2 の流れを踏

襲するものであろう。第6

層からは近世陶磁器ととも

に文久永資(1863 年初鋳）が

出土した。第 7層（青灰色

土）は近肢の耕土である。

この耕土層は試掘坑6の商

樫（図30 左）で、約40cm の段差 図29

39 
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図30 北部構内試掘調査の屑佼（左 103 6，右 103-3 ）縮尺1/80

14 黄灰褐色土
15灰褐色砂質土
16暗灰色土
17 黒色土
18 黄色細砂
19 黄砂
20黄白色細砂
21 白砂混り茶褐色

砂質土
22 淡黄白色細砂
23 淡茶褐色砂質土
24 淡褐色土
25 磯混り淡褐色土

2m 

が観察されるほか，試掘溝 3 と試掘坑 6 の聞にも約50cm の段差が存在する可能性があり，

南から北に下がる棚田があったと思われる。 103 地点の北に隣接する 16 地点の調査では，

北から南に下がる棚田を検出しており， 103 地点の北寄り部分は谷状にくぼんでいたと思

われる。 SDI• SD2 は， こうした棚田に水を供給する水路のひとつであったのだろ

う。第 9 層（赤褐色土）は中世～近世の遺物を，第11層（黄砂混り暗褐色土）は中世京都皿期

の士師器を含む。第12 屑（暗褐色土）は平安京 H期の土師器杯CV 1）を含み，第15 層（灰褐

色砂質士）は 9～10 世紀ごろの黒色土器杯B や緑粕の壷CV 2）を含む（図33 ）。第19層は白

川の堆積による黄砂層であるが，この層も第 7層と同僚に南ーから北に下がる O 近世の谷状

地形は，この黄砂上面の地形を踏襲しているものであろう。第20 層から第23 層は無造物層

であったが，第24 層（淡褐色土）の上面から，縄文晩期（滋賀里N）の深鉢の丸底部が坐った

状態で出土した。 16 地点では集石と滋賀里Nに相当する護をともなった縄文晩期の土験墓

を検出している。 16 地点同様， 103 地点にも， 縄文晩期の集石や士服墓が存在する可能性

が高い。

104 地点の試掘調査 104 地点は東から西へ緩やかに下がる。標高は約 67m で，京都大

学吉田キャンパス内で最も高い所に位置する。試掘調査は 2 ケ所に試掘坑を掘削しておこ

なったが，近世以外の遺物はほとんど出土しなかった。 しかし， 104 地点と約50 m しか離

れていない 8地点（図版 1）の調査で，平安後期の瓦j留が検出されており〔京大埋文研78b〕，

増築工事の際に立合調査を実施した。その結果， 104 地点は東から西へ下がる棚田の段の

下にあたり，古代・中世の遺物包含層は削平されていたことが判明した。
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2 本部構内（京都市左京区吉田本町，図31)

本年度は本部構内で発掘調査がなかったが，前年度から引続き実施した本音g構内実験排

水管埋設工事等の立合調査により，近位の道路やrf1t 止の土器調の貴重な資料を得ることが

できたので，従来の成果とあわせてここに報告する。

道路造成工事のA地点の史合調査と実験排水管埠‘設工事のC地点の立合調査により，近

位の白川道および中世の白川道を検出した。 A 地点では現在の東大路通りの歩道とほぼ同

じ高さで，幅I. 4m にわたり近世の白川辺を検出したが，その全幅は撹乱のため確認しえ

なかった。 C 地点では幅約3.2m の近世の白川道（第 2章 S F 1）と，それに平行する流路

(S DIS ・sD20 ），および中位の白川道（ SF 2）を5. 3m にわたり検出した。 この両地点

の調査結果と， B 地点〔泉・浜崎81 p.39 〕， 57 地点〔l河田・古野80 pp. 21-30], 90 地点（第

2章）の調査結果から，近1止の白川i立の経路を復原した（図32 ）。古聞神社表参道から白川

道に至る南北路は， D 地点、の立合調査C泉・浜崎81 p. 39 ］と 75 地点の発掘調資〔五十川81

pp. 23-24 〕の結果から復原した。なお，近世道路については，第 H 部第 I：章で吉田社周辺

の景観復原を試みているため，これを参照されたい。
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図32 近世の道路（明治25 年仮製 2万分 l地形図から作成）

E 地点では中i止の土器j留を， F地点では中世の土坑を検出した。 E地点の土器溜は，東

西rjr長2. Om，深さQ. 2m であったが，南北幅は確認できなかった。この土器溜からは大量の

土師器と，須恵器すり鉢，瓦が出土した。これらの遺物の出土状況や，士師器の形態は，

90 地点の S K51 （第 2 章）に似ている。 V3 ～ V 1 IはE 地点土器溜出土の土師器である（図

33 ）。いずれも口縁部に l段の撫でと面取りを施す。 V5 は灰白色の椀の最も古い形態の

ものである。こうした椀を小量含むことからも， S K51 と同じく中位京都 I期中段階のも

のと ｝~われる。 F地点では土師器小片を含む大土坑を検出した。大土坑は南北 6mにわた

って検出された。これは， 70 地点、の試掘調査の際に， T P6 で検出した，深さ 2 m以t二に

もおよぶ土坑の続きである〔岡田ほか 80 p. 40 ］。 この大土げしも， E 地点の土器溜とほぼ同

時期のものである。本部構内で検出した中世京都 I期の遺稿は，以上のほかに71 地点で検

出された S KI • SD l〔泉・浜崎81 pp.40-41] があるが，検出例は，いずれも本部構内

東半に集中している。 SK5I, E 地点の土器溜のように大量の遺物の出土する特異な遺構

の存在も，当時の本部構内一一市の地域の実態を考察するうえで注目すべき現象といえよう。

G 地点では黄白色砂層を切る白砂層を検出した。この白砂層は北東から南西にはしる河

JI Iの埋土である。モーの本来の幅は不明であるが，検出幅は約25m におよび，深さはo. 6111 
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図33 北部構内103 地点第12 層出土遺物CV l土師器， V 2緑刺陶器）， 本印件＇/Ii内E 地点土器ll 百出土遺物
CV 3～V I l土師器），医学部構内106 ・107 地点出土逃物CV 12 ～V 17 土師器）

であったO 弥生前期末から中期初頭に将積した黄砂層より下位にあり，それ以前に埋積し

た流路と考えられる o H 地点では， 75 地点検出の溝S D 3 〔五十）1181 pp. 27-28 〕の続きと

忠われる溝を検出した。この溝は I地点玄合調査でも確認しており〔泉・浜崎81 p.41 〕，

75 地点では，土取り穴と墓地を区画する境界となってし、た。北への連続部分が，等高線を

斜めに横切って，まっすぐ延びることからも， 13 世紀ごろのこの地域の境界を示す重要な

遺構と考えられる。

3 教養部・医学部・病院構内（京都1h 左京K 吉田二本松町・吉間近衛町・吉田橘町・

聖護院川原町，図34 ・35)

放射性同位元素総合センター増築予定地(106 1～ 4 ），放射線生物研究センタ一新営予

定地(107 5 ～ 8 ），医学部附属病院産科病棟ドライエリア増設予定地(108 1～ 4 ）の試掘

調査と，教養部構内実験俳水管用設工事 (120 ）および医学部構内実験排水管埋設工事 (120)

の立合調査がおもなものである。

106 ・107 地点の試掘調査 放射線生物研究センターと放射性同位元素総合センターの新

営・増築が隣接する敷地に計画されたため， •• ~』舌して試掘調査を実施した。 106 ・ 107地点

の地表は緩やかに北から南へ Fがり，その標高は51. 5～52. Omをはかる。試掘坑6では激

しい撹乱層を検出したのみであるが，試掘坑 I～ 4 ・7 ・8 で中世の士:f1iじを，試掘坑 5 で

は弥生時代のものと考えられる海を検出した。この地点の層位は以下のとおりである（図

34 ）。第 l層は表土。第 2 層（シノレト混り灰褐色土）と第 3 層01 斉褐色土）は無遺物層であっ

たが，第 4 層（赤褐色土），第 5 屑（茶褐色士）からは13 ～14 世紀の土師器皿や内面に櫛描き

古光文のある同安窯系青磁椀が出土した（岡33 ）。第6層～第 9 層は不定形土坑の理士ーであ
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図34 医学部構内試制調査の層位（左107-7 ，中106 4，右107 5）縮尺1/80

2m 

る。こうした不定形士坑は，木調査l乏の北約100 mの74 地点でも多数検出しており，粘土

全採取した跡と考えられている〔清水・吉野81p. 15Jo 本調査区の不定形土坑もこれらと

ー述の遺構であろう。ただし，これらの不定形土坑は，西側の41 地点や東側の73 地点およ

び91 地点には，まったく存在しない。不定形土坑の分布する範囲は医学部東半部に限られ

るようである O こうした現象は， 74 地点から］ 06 ・107 地点にかけての一帯が13 世紀頃には

ず 粘土を採取してもさしっかえのない状態であったことを示唆する。 12 世紀末から 14 世紀初

図35 教養部・医学部・病院構内の調査位置縮尺1/5, 000 
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頭にかけて， 106・107地点を含む医学部構内から教養部構内西半部一帯には，藤原北家勧

修寺家の流れをくむ吉田経房一族の吉田南，デや浄蓮華院があったと考えている（第E部第

l章）。こうした吉田氏の邸宅や菩提寺の占地を考察していくうえで，注目に値する現象

である。第10層は採取の対象となった黄灰色シノレトである。試掘坑5でi隔I. 3m ，検出直i

からの深さがO. Sm ，断雨がU 字状をなし，北東から南西にはしる溝を検出した。溝の埋

土の黄砂（第ll層）は，弥生前期末から中期初頭にかけて現積したもので，この溝は弥生前

期以前のものと考えられる。現在発掘中のl1 l地点では本調査地にむかつてまっすぐ延び

ると想定できる弥生前期の溝を， 40m にわたって検出している。この溝も，黄砂を埋土と

し，断面がU 字状をなすことから，同ーの溝である可能性が高L、。したがって，試掘坑 5

で検出した溝を，弥生前期のものと考えてよかろう。なお，本調査区のすぐ西側の64 地点

では，弥生後期の壷・議が出土している〔京大埋文研80 p. 5Jo 以上のような結果から本調

査地には，弥生時代においてはl1 l地点と， また中世においては74 地点と連続する遺構の

存在を確認することができた。

108 地点の試掘調査 108 地点の地表はほぼ水平で，標高約50. 1 mをはかる。調査は試掘

坑 I～3 と試掘溝 4 を設けて実施 Lk:.a しかし，すく凸北側の85 地点の試掘調査同様，遺物

は出土せず，遺構も検出されず，地山の赤褐色砂礁を確認、して調査を終了した。

医学部・病院構内では，平安後期以後の遺構が多数検出される地域と，古代・中1止の遺

構がまったく検出されない地域がある O 後者は医学部構内西南部と， 108 地点をふくむ病

院東構内西北部，病院西構内の東南部をのぞく全域がこれにあたり，中世までは高野JI! • 

鴨川の氾濫原であったと考えている。
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